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地域連携活動の発意・⽬的
●背景・発意：
神⼾市での1960年代から住宅団地の開発。現在、居住者の⾼齢化・施設の⽼朽化による活⼒低下。
⇔
計画的につくられたニュータウンのインフラや上モノなどの資源の有効活⽤すれば、
団地⾃⾝の活性化につながる。さらに，近隣地域や周辺の公的施設の運⽤にとっても極めて有⽤である。

2014年度からの活動から、⾼経年住宅団地の再⽣の１つの⼿法として、
空き住⼾のDIYやリノベーションによって住⼾の価値が向上し、空き住⼾の流通に寄与することが明らか
になりつつある。

●⽬的：
神⼾すまいまちづくり公社と連携して、団地の空き家問題の解決⼿段の１つである、DIYやリノベーショ
ン活動に取り組む。
本事業の実施によって、団地の有効な資源を、地域社会と神⼾⼤学の教育・研究に有効に活⽤する⽅策
を検討する。



2015/6/11

神⼾⼤学⼤学院⼯学研究科と
神⼾すまいまちづくり公社が、
⾼経年住宅団地の再⽣⽀援に関する
連携協定を締結。



これまでの連携活動：

●対象地：神⼾市内の郊外住宅団地。
鶴甲団地（2015,16,2020年度）、
⾼倉台団地（2016,17年度）、
名⾕団地（2018年度）、
有野台団地（2019,2020年度）

●地域連携事業の内容：
団地の魅⼒発⾒・魅⼒紹介ブックの作成。
団地での学⽣シェアハウスのニーズ調査。
空き住⼾のリノベーションプランの提案・
発表。
DIYの実施。
団地の外構計画の提案。
空き家発⽣可能性に関する調査。
空き家の潜在的な利活⽤意向の調査。など。

http://www.eng.kobe‐
u.ac.jp/news/20150618.html



公社・⼤学の連携による活動

Ⅰ．基礎調査 II．プラン提案 III. 住⼾リニューアル活動、
外構空間利⽤

Ⅳ．情報発信・情報交換

2014年度
鶴甲

住⼾リノベプランの提案。 住⼾のDIY活動。

2015年度
鶴甲

団地の地域資源・現地調査。
団地での学⽣シェアハウスのニー
ズ調査。
住⺠への団地の⽣活に関するヒア
リング調査。

団地1階2⼾連続住⼾のDIY。 魅⼒発信冊⼦の企画・編集・発
⾏。

2016年度
⾼倉台

団地の地域資源・現地調査。 団地外構のプラン提案。 団地課題発⾒マップをパネル展
⽰。

2017年度
⾼倉台

団地の外構の現地調査。
空き家発⽣可能性に関するアン
ケート調査。

清掃活動＋焼き芋のイベント
（外構の積極的活⽤）

地域団体との外構の使い⽅に関
するワークショップ。

2018年度
名⾕

住宅の活⽤意向に関するアンケー
ト調査。
⼾建て住宅の賃貸住宅活⽤に関す
るヒアリング調査。

2019年度
有野台

団地全体の現地調査。
センター部飲⾷店へのヒアリング
調査。

兵庫区雪御所住宅の壁⾯デザインの提
案。

兵庫区雪御所住宅の住⼾DIY。
有野台団地住⼾DIY。

団地全体の地図とセンター部の
飲⾷店に関する地図の作成。

2020年度
有野台
鶴甲

有野台団地の外構調査。 有野台団地の外構提案。
鶴甲団地・住⼾リノベプラン提案。

鶴甲団地・プラン提案を実現。
DIY。

有野台団地の地図の仕上げ。

表. 郊外住宅団地での公社との連携活動
2014‐2020年度の活動



2021年度の連携事業の内容
１．外部空間のリニューアルプランの実現 有野台団地
昨年度提案した有野台団地の外部空間の５つのプランについて、地域住⺠の意⾒を伺う。
実現するプランが１つ選ばれ、実施設計のために修正を⾏ない、⼯事の⼀部をDIYで⾏なう。

２．空き家基礎調査 唐櫃台団地
空き家問題の解決⽅法の検討のための基礎データの収集を⾏う。
今年度は⽬視で空き家を判断し、団地内の⼾建て住宅の空き家数の把握が⽬的である。
空き家数と地域の⽣活環境のデータを分析し、地域特性に応じた空き家問題の解決法について、
公社と検討を⾏うための基礎データとなる。

実施体制
• ⼯学研究科建築学専攻 栗⼭研究室
栗⼭尚⼦、学⽣１６名（修⼠11名、学部４年５名）

• 神⼾すまいまちづくり公社の皆様
• 協⼒：末包研究室（後藤沙羅助⼿）



中川⿓⼀，安⽥丑作，三輪康⼀，末
包伸吾，「ニュータウンの環境変化
と居住環境整備に関する研究−神⼾
市内の開発住宅地における事例調査
を通して−」
平成7年度神⼾⼤学⼤学院⾃然科学
研究科博⼠前期課程修⼠論⽂，
1995.3

神⼾市内のニュータウン（郊外住宅団地）

⻘⾊：
昨年度迄の活動場所

⾚⾊：
2021年度の活動場所



有野台団地
魅⼒マップの
作成
（2019年度〜
2020年度）



有野台団地
魅⼒マップの
作成
（2019年度〜
2020年度）



有野台団地
外部空間
リデザインの提案
（2020年度）

公社所有住宅の外部
空間の現地調査を⾏
ない、４か所のリデ
ザインの提案を院⽣
が⾏なった。











外部空間リニューアル⼯事の取組み 有野台団地

• スケジュールと参加者

⽇程 作業 参加⼈数
7/2 公社での打合せ 栗⼭+学⽣3

7/20 現場確認 栗⼭+学⽣3

11/8 インターロッキングブロック敷設。
ソーホースの組⽴て。

栗⼭・後藤＋学⽣6

11/10 インターロッキングブロック敷設。
ソーホースのペイント。

栗⼭・後藤＋学⽣12

参加者：栗⼭・後藤、栗⼭研学⽣

• 4号棟と8号棟に近い外部空間をリニューアルすることになった。



2021/11/8



2021/11/10



団地の課題と解決にむけた活動

開発時（1970‐1980年代） 課題の顕在化（2020年代） 課題に向けた対策・活動
居住世帯 ⼦育て世帯が⼀⻫⼊居 開発時の⼊居世帯の⾼齢化。

⾼齢化率増のスピードが⾼い。
★若年層転⼊の促進のた
めの団地居住の魅⼒を伝
える。
親世帯との同居・近居の
促進。

コミュニティ 同時期⼀⻫⼊居のため強固
なコミュニティ

コミュニティの強さゆえに、
新規居住者が馴染みにくい。

★コミュニティに関する
情報を広く開⽰。

⽴地 都会から離れた閑静な住宅
地

都会からの遠さが住宅地選択
時に不利になる場合がある。
通勤を伴わない職種や在宅勤
務が主の⼈々にとっては遠さ
は不利にならない。

通勤を伴わない職種、
在宅勤務が主の世帯に、
住環境の良さをアピール。

交通 ⾞中⼼の計画的な住宅地 ⾃動⾞免許返納後の交通アク
セスの確保が課題。

バス交通の維持やオンデ
マンド交通の導⼊。

表. 郊外住宅団地の課題と解決のための活動(1)

★神⼾⼤学と神⼾すまい
まちづくり公社で実施し
てきた連携活動。

出典：栗⼭尚⼦、郊外住宅団地の再⽣に関する実践活動の効果と課題に関する研究
−神⼾すまいまちづくり公社との連携活動を事例として−、Designシンポジウム2021講演論⽂集 200‐205 2021年7⽉



開発時（1970‐1980年代） 課題の顕在化（2020年代） 課題に向けた対策・活動
施設
センター機能

⼩学校、（中学校）、診
療所等、⽣活に必要最低
限な施設が揃っている。
⽇常の買回り品を購⼊可
能。

施設の⽼朽化。
多⽤なニーズに応えられる施設
が不⼗分。
福祉施設へのニーズの⾼まり。
ネットショッピングの台頭。

施設のリニューアル。
⽤途混在の推進。
公的⽀援によるチャレンジ
ショップ、コミュニティサロン
等の場の提供や曜⽇・時間限定
での各種サービスの呼び込み。
積極的な公共空間・外部空間利
⽤。
コミュニティビジネスの展開。

住宅
住棟周り

敷地規模の広い、⼾建て
住宅が中⼼。
集合住宅もあり。
住棟周りの外部空間が広
い。

住宅の⽼朽化。
空き家の増加（⼾建て住宅の流
通が順調でない場合やEV無し集
合住宅。）
住棟周りの閑散とした外部空間。

公的機関と普段産業者との連携
による空き家のマッチングで、
住宅の流通を円滑にする。
★住宅の⾼質化（リニューアル、
DIY等）により、お得な家賃で広
い住⼾を提供する。
★住棟周りの外部空間利⽤。

表. 郊外住宅団地の課題と解決のための活動(2)

★神⼾⼤学と神⼾すまいま
ちづくり公社で実施してき
た連携活動。

団地の課題と解決にむけた活動

出典：栗⼭尚⼦、郊外住宅団地の再⽣に関する実践活動の効果と課題に関する研究
−神⼾すまいまちづくり公社との連携活動を事例として−、Designシンポジウム2021講演論⽂集 200‐205 2021年7⽉



経費

数百万円

数⼗万円

⼗万円以下

活動の⾒えやすさ
⾮公開 団地住⺠ 団地外

公開

I.基礎調査 II．プラン提案

III. 住⼾リニューアル活動、
外構空間利⽤（コロナ禍）

Ⅳ.情報発信・情報交換

図 連携活動の経費と公開の関係

I．基礎調査，II．プラン提案
とIV.情報発信・情報交換：
10万円〜数⼗万円以下で公開
しやすい活動が展開できる。

III．住⼾リニューアル活動は，
他の活動と⽐べて多額な経費
がかかるが，公社という団地
内住宅を管理している連携相
⼿がいるからこそ，実践でき
ている活動。
住宅の⾼質化に直接寄与する
活動として機能している．

出典：栗⼭尚⼦、郊外住宅団地の再⽣に関する
実践活動の効果と課題に関する研究
−神⼾すまいまちづくり公社との連携活動を事
例として−、Designシンポジウム2021講演論⽂
集 200‐205 2021年7⽉



今後の展開
• Withコロナ、ポストコロナ時代における郊外住宅団地の住環境に関する評価の変化
→居住地の選択肢に⼊るようになるのでは？

• 郊外住宅団地の活性化について、神⼾すまいまちづくり公社との連携を継続して、
引き続き取り組んでいきたい。


